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石
器
資
料
の
製
作
と
搬
入

│
│
砂
川
三
類
型
区
分
の
再
検
討
│
│

五
十
嵐

彰

１

は
じ
め
に

あ
る
石
器
が
あ
る
場
所
か
ら
見
出
さ
れ
る
。
果
た
し
て
こ
の
石

器
は
、
見
出
さ
れ
た
場
所
で
作
ら
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
他
の
場

所
で
作
ら
れ
た
後
に
見
出
さ
れ
た
場
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
か
。

こ
れ
は
、
石
器
資
料
特
有
の
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
他
の
考

古
資
料
、
特
に
土
器
資
料
に
つ
い
て
は
焼
成
と
い
う
最
終
的
な
製

作
行
為
の
〈
場
〉（
例
え
ば
窯
跡
）
が
固
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
う

し
た
〈
場
〉
か
ら
見
出
さ
れ
る
資
料
以
外
は
全
て
製
作
の
〈
場
〉

か
ら
搬
入
さ
れ
た
と
い
う
解
釈
が
無
条
件
に
前
提
と
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
石
器
資
料
の
場
合
は
、
素
材
で
あ

る
石
核
と
敲
石
な
ど
の
加
工
具
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
場
所

に
お
い
て
も
い
つ
で
も
石
器
製
作
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
、
石
器

資
料
を
残
し
た
人
々
の
行
動
を
復
原
す
る
に
は
、
残
さ
れ
た
石
器

資
料
か
ら
ど
の
よ
う
な
推
論
過
程
を
経
て
当
時
の
人
々
の
行
動
を

導
き
出
す
の
か
が
常
に
問
わ
れ
る
べ
き
課
題
と
な
る
。

「
さ
て
類
型
Ｂ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
類
型
Ａ
か
ら
石
核
を
除
い
た

組
成
を
も
つ
個
体
別
資
料
で
あ
る
。
こ
の
組
成
は
ど
の
よ
う

に
理
解
さ
れ
よ
う
か
。
ま
ず
一
つ
に
は
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
に
お

い
て
剥
片
剥
離
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
ち
、
他
の
ブ
ロ
ッ

ク
へ
、
あ
る
い
は
遺
跡
外
へ
、
移
動
し
去
っ
た
も
の
と
解
釈

さ
れ
よ
う
。
ま
た
一
つ
に
は
、
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
、
遺
跡
に
お

い
て
剥
片
剥
離
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
、
残
核
を
そ
の
地
点

に
残
し
て
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
に
移
入
さ
れ
た
も
の
と
も
解
釈
さ
れ

よ
う
。
し
か
し
一
体
、
我
々
の
理
解
の
次
元
を
こ
え
て
、
他

の
地
点
に
残
核
を
残
し
て
、
刃
器
状
剥
片
・
そ
の
他
の
剥
片

と
と
も
に
打
面
調
整
剥
片
と
砕
片
と
ま
で
も
が
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
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に
移
入
さ
れ
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
常
識
的
に
み
て
、
例
外
を

の
ぞ
き
打
面
調
整
剥
片
と
砕
片
と
は
作
業
の
場
に
遺
棄
さ
れ

た
も
の
と
考
え
た
い
。
す
な
わ
ち
、
類
型
Ｂ
は
、
Ａ
ブ
ロ
ッ

ク
で
の
剥
片
剥
離
作
業
が
完
了
し
た
の
ち
に
、
石
核
ま
た
は

残
核
の
み
が
移
動
し
去
っ
た
も
の
と
理
解
す
る
。」（
安
蒜
一

九
七
四
ａ
、
一
九
頁
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
文
章
が
安
蒜
一
九
七

四
ｂ
、
二
頁
）

「
母
岩
」（
個
体
別
資
料
）
と
い
う
あ
る
種
の
研
究
操
作
上
の
区

分
単
位
に
お
け
る
構
成
内
容
を
如
何
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
文
章
で
あ
る
が
、
大
変
興
味
深
い
。
石
器
製
作
と

い
う
人
間
行
動
の
結
果
生
じ
た
石
器
資
料
の
組
成
類
型
か
ら
、
石

器
資
料
を
生
み
出
し
た
人
間
行
動
に
関
し
て
「
移
入
」
お
よ
び

「
遺
棄
」
と
い
う
二
通
り
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
結
論
と
し

て
は
一
方
の
解
釈
が
採
用
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
根
拠
と
さ
れ
た

の
は
「
我
々
の
理
解
の
次
元
」
で
あ
り
「
常
識
的
に
み
て
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
「
理
解
」
や
「
常
識
」

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず

「
日
本
考
古
学
」
に
お
け
る
母
岩
（
個
体
）
識
別
研
究
の
経
緯
を

確
認
し
た
う
え
で
研
究
の
枠
組
み
を
規
定
し
て
い
る
基
本
的
な
類

型
区
分
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

２

経
緯

母
岩
識
別
研
究
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
砂
川
遺
跡
に
お
け
る
第

一
次
（
Ａ
地
点
）
調
査
（
戸
沢
一
九
六
八
）・
第
二
次
（
Ｆ
地

点
）
調
査
（
砂
川
遺
跡
調
査
団
編
一
九
七
四
）
以
来
、「
き
わ
め

て
革
新
的
で
あ
り
、
か
つ
合
理
的
」「
一
般
的
か
つ
斉
一
的
な
分

析
方
法
」（
佐
藤
一
九
九
二
、
二
一
頁
）、「
考
古
学
界
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
」（
鈴
木
二
〇
〇
〇
、
一
〇
七
頁
）、「
掛
け
値
な
し
に
世
界

的
な
業
績
」（
田
村
二
〇
一
〇
、
九
九
頁
）
と
い
う
高
い
評
価
が

与
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
母
岩
識
別
研
究
に
対
し
て
、
か
つ
て
「
有
効
性
と
限

界
に
つ
い
て
、
明
確
な
研
究
戦
略
上
の
位
置
付
け
を
与
え
る
必
要

性
が
あ
る
」（
五
十
嵐
一
九
九
二
、
一
七
頁
）
と
述
べ
た
が
、
こ

う
し
た
問
題
提
起
に
対
し
て
は
「
い
ま
こ
と
さ
ら
に
指
摘
さ
れ
る

必
要
は
な
い
」（
織
笠
一
九
九
二
、
一
二
三
頁
）
と
し
て
一
蹴
さ

れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
母
岩
識
別
を
巡
る
用
語
お
よ
び
概
念

の
混
乱
を
指
摘
し
整
合
的
な
提
示
方
法
を
提
起
し
（
五
十
嵐
一
九

九
八
）、
母
岩
識
別
研
究
が
成
立
す
る
に
あ
た
っ
て
最
低
限
求
め

ら
れ
る
前
提
的
二
条
件
す
な
わ
ち
同
一
母
岩
内
の
均
質
性
と
異
母

岩
間
の
多
様
性
に
つ
い
て
論
じ
た
（
五
十
嵐
二
〇
〇
〇
）。
ま
た

実
体
的
な
砂
川
型
母
岩
類
型
に
対
し
て
、
同
一
関
係
と
接
合
関
係

史

学

第
八
一
巻
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に
基
づ
い
た
関
係
類
型
と
い
う
資
料
評
価
基
準
を
提
示
し
、
併
せ

て
砂
川
遺
跡
資
料
を
対
象
と
し
た
母
岩
識
別
研
究
に
認
め
ら
れ
る

恣
意
的
な
解
釈
に
つ
い
て
問
題
を
提
起
し
た
（
五
十
嵐
二
〇
〇

二
）。
す
な
わ
ち
砂
川
モ
デ
ル
に
お
い
て
「
製
作
」
と
さ
れ
て
い

る
具
体
的
な
根
拠
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
で
、
製
作
に
伴
う
と

さ
れ
て
い
る
砕
片
が
存
在
し
な
い
際
の
「
製
作
」
解
釈
の
不
適
切

さ
、
砕
片
が
生
じ
る
石
器
製
作
に
は
剥
片
剥
離
作
業
の
み
な
ら
ず

加
工
石
器
に
対
す
る
二
次
調
整
作
業
な
ど
複
数
の
要
因
が
有
り
得

る
こ
と
、
砕
片
と
い
う
存
在
が
発
掘
調
査
の
精
度
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
問
題
提
起
を
受
け
て
、
母
岩

識
別
の
曖
昧
さ
と
い
う
問
題
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ

れ
（
吉
川
二
〇
〇
三
）、
母
岩
識
別
研
究
を
基
盤
と
す
る
「
遺
跡

構
造
論
」
が
抱
え
る
幾
つ
か
の
問
題
点
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
も
し

た
（
野
口
二
〇
〇
五
）。
前
稿
（
五
十
嵐
二
〇
〇
二
）
に
お
け
る

指
摘
は
、
母
岩
識
別
研
究
の
根
幹
的
な
問
題
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、「
遺
跡
構
造
論
」
の
「
要
」（
野
口
二
〇
〇
五
、
二
〇
頁
）
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
母
岩
識
別
の
三
類
型
区
分
（
類
型
Ａ
�
旧

原
料
を
持
ち
込
み
石
器
製
作
作
業
の
後
半
段
階
を
行
な
う
、
類
型

Ｂ
�
新
原
料
を
持
ち
込
み
石
器
製
作
作
業
の
前
半
段
階
を
行
な
う
、

類
型
Ｃ
�
加
工
石
器
を
持
ち
込
み
石
器
製
作
作
業
が
な
さ
れ
て
い

な
い
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
も
概
説
書
で
は
確
定
し
た
事
柄
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
安
蒜
二
〇
一
〇
、
小
杉
二
〇
一
一
、
野

口
二
〇
〇
七
、
二
〇
〇
九
）。
本
稿
で
は
、
前
稿
で
指
摘
し
た
母

岩
識
別
に
関
す
る
様
々
な
問
題
点
に
つ
い
て
は
全
て
看
過
で
き
る

と
仮
定
し
た
上
で
も
、
な
お
母
岩
識
別
の
砂
川
的
な
三
類
型
区
分

に
つ
い
て
は
根
本
的
な
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
。

３

砂
川
類
型

砂
川
遺
跡
に
お
け
る
母
岩
類
型
区
分
は
、
当
初
「
器
種
の
組
合

せ
」（
安
蒜
一
九
七
四
ａ
）
あ
る
い
は
「
剥
片
剥
離
技
術
上
か
ら

み
た
組
成
の
相
違
」（
安
蒜
一
九
七
四
ｂ
）
に
基
づ
い
て
、
類
型

Ａ
①
（
石
核
・
打
面
調
整
剥
片
・
刃
器
状
剥
片
・
そ
の
他
の
剥

片
・
砕
片
）・
類
型
Ａ
②
（
石
核
・
刃
器
状
剥
片
・
そ
の
他
の
剥

片
・
砕
片
）、
類
型
Ｂ
①
（
打
面
調
整
剥
片
・
刃
器
状
剥
片
・
そ

の
他
の
剥
片
・
砕
片
）・
類
型
Ｂ
②
（
刃
器
状
剥
片
・
そ
の
他
の

剥
片
・
砕
片
）、
類
型
Ｃ
①
（
ナ
イ
フ
形
石
器
）・
類
型
Ｃ
②
（
刃

器
状
剥
片
・
そ
の
他
の
剥
片
）
と
い
う
三
大
別
六
類
型
に
区
分
さ

れ
た
。

そ
の
後
、「
資
料
の
種
類
の
あ
り
方
」（
安
蒜
・
戸
沢
一
九
七

五
）
か
ら
類
型
Ａ
（
石
核
・
打
面
調
整
剥
片
・
刃
器
状
剥
片
・
そ

の
他
の
剥
片
・
砕
片
）、
類
型
Ｂ
（
打
面
調
整
剥
片
・
刃
器
状
剥

片
・
そ
の
他
の
剥
片
・
砕
片
）、
類
型
Ｃ
（
打
面
調
整
剥
片
や
砕

石
器
資
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の
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片
を
一
切
も
っ
て
い
な
い
）
と
し
て
再
編
統
合
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

そ
し
て
各
類
型
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
解
釈
が
示
さ
れ
た
。

「
類
型
Ａ
と
類
型
Ｂ
と
に
属
す
る
個
体
別
資
料
は
、
剥
片
剥

離
作
業
時
に
飛
び
散
る
砕
片
や
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
剥
片
剥

離
作
業
の
場
に
撃
ち
捨
て
ら
れ
て
い
る
打
面
調
整
剥
片
等
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遺
跡
内
に
お
い
て
剥
片
剥
離
作

業
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。」「
類
型
Ｃ
は
砕

片
や
打
面
調
整
剥
片
を
遺
跡
に
残
し
て
お
ら
ず
、
遺
跡
内
で

剥
片
剥
離
作
業
が
行
な
わ
れ
た
形
跡
を
ま
っ
た
く
認
め
る
こ

と
の
で
き
な
い
個
体
別
資
料
で
あ
る
。」（
安
蒜
・
戸
沢
一
九

七
五
、
一
六
九
・
一
七
〇
頁
）

以
後
、「
遺
物
の
種
類
」（
安
蒜
一
九
七
七
ｂ
、
五
二
頁
）、「
組

成
的
な
遺
存
状
態
」（
安
蒜
一
九
八
三
、
四
一
頁
）、「
剥
片
剥
離

の
作
業
内
容
」（
安
蒜
一
九
八
六
、
一
二
頁
）、「
石
器
製
作
工
程

の
内
容
」（
安
蒜
一
九
九
〇
、
七
頁
）、「
遺
存
す
る
状
態
」（
安
蒜

一
九
九
二
、
一
〇
七
頁
）
と
様
々
に
言
い
換
え
ら
れ
な
が
ら
三
類

型
区
分
が
提
示
さ
れ
続
け
て
い
る
（
そ
の
他
に
安
蒜
一
九
七
七
ａ
、

一
九
九
四
、
二
〇
〇
六
、
二
〇
一
〇
、
二
〇
一
一
）。

こ
う
し
た
砂
川
遺
跡
に
お
け
る
三
種
類
の
母
岩
類
型
区
分
（
こ

れ
を
「
砂
川
類
型
」
と
称
す
る
）
を
構
成
す
る
要
素
に
つ
い
て
は
、

石
核
（
残
核
）・
残
滓
（
打
面
調
整
剥
片
・
砕
片
）・
目
的
物
（
刃

器
状
剥
片
・
そ
の
他
の
剥
片
・
ナ
イ
フ
形
石
器
・
彫
器
・
２
次
加

工
あ
る
剥
片
・
使
用
痕
あ
る
剥
片
）
に
統
合
で
き
る
。

砂
川
類
型
Ａ
�
石
核
・
残
滓
（
調
整
剥
片
・
砕
片
）・
目
的
物

（
剥
片
・
加
工
石
器
）

砂
川
類
型
Ｂ
�
残
滓
（
調
整
剥
片
・
砕
片
）・
目
的
物
（
剥
片
・

加
工
石
器
）

砂
川
類
型
Ｃ
�
目
的
物
（
剥
片
・
加
工
石
器
）

し
か
し
石
核
・
残
滓
・
目
的
物
と
い
う
三
種
類
の
組
合
せ
は
、

類
型
Ａ
（
石
核
・
残
滓
・
目
的
物
）、
類
型
Ｂ
（
残
滓
・
目
的
物
）、

類
型
Ｃ
（
目
的
物
）
と
い
う
三
類
型
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
残
滓
が
含
ま
れ
る
類
型
Ａ
お
よ
び
類
型
Ｂ
と
い
う
石
器
資
料

の
「
遺
存
状
態
」
か
ら
、
そ
の
場
に
お
い
て
「
石
器
製
作
作
業
」

が
行
な
わ
れ
た
、
言
い
換
え
れ
ば
残
滓
が
含
ま
れ
な
い
類
型
Ｃ
と

い
う
石
器
資
料
の
「
遺
存
状
態
」
か
ら
、
そ
の
場
に
お
い
て
「
石

器
製
作
作
業
」
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
、
す
な
わ
ち
他
の
場
か
ら

そ
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
た
「
搬
入
」
と
い
う
「
行
動
型
」
が
導
き

出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
石
器
資
料
の
類
別
（
遺
存
状
態
の

類
型
化
）
と
石
器
資
料
を
も
た
ら
し
た
人
間
行
動
に
関
す
る
解
釈

を
結
び
付
け
る
方
法
的
枠
組
み
（
こ
れ
を
「
砂
川
モ
デ
ル
」
と
称

史

学
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す
る
）
に
は
本
質
的
な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
。

４

改
訂
類
型

砂
川
類
型
の
有
す
る
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
石
核
・

残
滓
・
目
的
物
と
い
う
三
種
類
に
関
す
る
全
て
の
組
合
せ
を
「
改

訂
類
型
」
と
し
て
提
示
す
る
。
改
訂
類
型
は
、
以
下
の
七
通
り
と

な
る
。

改
訂
類
型
①
�
石
核
・
残
滓
（
調
整
剥
片
・
砕
片
）・
目
的
物

（
剥
片
・
加
工
石
器
）

改
訂
類
型
②
�
石
核
・
残
滓
（
調
整
剥
片
・
砕
片
）

改
訂
類
型
③
�
残
滓
（
調
整
剥
片
・
砕
片
）・
目
的
物
（
剥
片
・

加
工
石
器
）

改
訂
類
型
④
�
石
核
・
目
的
物
（
剥
片
・
加
工
石
器
）

改
訂
類
型
⑤
�
石
核

改
訂
類
型
⑥
�
残
滓
（
調
整
剥
片
・
砕
片
）

改
訂
類
型
⑦
�
目
的
物
（
剥
片
・
加
工
石
器
）

砂
川
類
型
で
選
択
さ
れ
た
三
種
類
の
石
器
資
料
区
分
（
石
核
・

残
滓
・
目
的
物
）
に
基
づ
い
て
新
た
な
改
訂
類
型
に
砂
川
遺
跡
出

土
資
料
を
適
用
す
る
と
、
改
訂
類
型
①
（
砂
川
類
型
Ａ
・
七
母

岩
）、
改
訂
類
型
②
（
砂
川
類
型
Ａ
・
二
母
岩
）、
改
訂
類
型
③

（
砂
川
類
型
Ｂ
・
一
六
母
岩
）、
改
訂
類
型
④
（
砂
川
類
型
Ａ
・

一
母
岩
）、
改
訂
類
型
⑤
（
砂
川
類
型
Ａ
・
二
母
岩
）、
改
訂
類

型
⑥
（
砂
川
類
型
Ｂ
・
二
母
岩
）、
改
訂
類
型
⑦
（
砂
川
類
型

Ｃ
・
三
六
母
岩
）
と
な
る
（
第
１
表
）。
逆
に
砂
川
類
型
か
ら
見

れ
ば
、
砂
川
類
型
Ａ
は
改
訂
類
型
①
・
②
・
④
・
⑤
、
砂
川
類

型
Ｂ
は
改
訂
類
型
③
・
⑥
、
砂
川
類
型
Ｃ
は
改
訂
類
型
⑦
に
相

当
す
る
（
以
下
で
は
煩
瑣
と
な
る
た
め
類
型
名
称
に
お
け
る
「
改

訂
類
型
」
の
語
を
省
略
す
る
）。

５

改
訂
類
型
に
よ
る
製
作
・
搬
入
の
解
釈

あ
る
石
器
資
料
の
存
在
に
関
す
る
人
間
行
動
に
つ
い
て
は
、
大

き
く
二
つ
の
解
釈
が
成
立
す
る
。
一
つ
は
、
そ
の
〈
場
〉
で
石
器

製
作
が
な
さ
れ
、
そ
の
〈
場
〉
で
廃
棄
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
製
作

の
〈
場
〉
と
廃
棄
の
〈
場
〉
が
一
致
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、

石
器
資
料
が
見
出
さ
れ
た
〈
場
〉
以
外
で
製
作
さ
れ
、
そ
の

〈
場
〉
に
持
ち
運
ば
れ
て
廃
棄
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
製
作
の

〈
場
〉
と
廃
棄
の
〈
場
〉
が
一
致
し
て
い
な
い
。
前
者
は
そ
の
場

で
製
作
さ
れ
て
廃
棄
さ
れ
る
と
い
う
「
製
作
説
（
一
次
廃
棄
）」

で
あ
り
、
後
者
は
他
の
場
で
製
作
さ
れ
て
そ
こ
か
ら
運
搬
さ
れ
て

廃
棄
さ
れ
る
と
い
う
「
搬
入
説
（
二
次
廃
棄
）」
で
あ
る

（
註
１
）
。

冒
頭
で
引
用
し
た
文
章
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
砂
川
類
型

の
解
釈
で
は
、
打
面
調
整
剥
片
や
砕
片
と
い
っ
た
残
滓
類
の
存
在

石
器
資
料
の
製
作
と
搬
入

一
二
九
（
六
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第１表 砂川遺跡出土資料類型対比表
砕片率

0
43
27
21
19
69
51
0
83
50
25
80
33
14
50
18
62
20
32
39
29
47
52
78
32
0
0
0
100
100
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

接合指数
100
17
67
52
55
20
18
100
0
0
0
0
0
0
33
20
17
43
41
22
30
21
44
8
17
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

非接合
0
5
7
12
18
47
116
0
6
2
4
5
6
7
6
7
10
7
9
22
14
25
24
43
87
2
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
3
3
4
7
8

接合
3
2
15
12
25
14
27
3
0
0
0
0
0
0
4
4
3
8
10
11
10
9
22
7
24
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

剥片・石器
1
3
14
17
30
13
67
0
0
1
3
1
4
4
5
9
5
12
13
19
15
17
17
8
68
1
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
3
3
4
7
8

砕片
0
3
6
5
8
42
73
0
5
1
1
4
2
1
5
2
8
3
6
14
7
16
24
39
36
0
0
0
1
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

打面調整剥片
1
0
1
1
4
4
2
2
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
1
2
1
5
3
7
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

石核
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

砂川類型
A
A
A
A
A
A
A
A
A
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
A
A
A
B
B
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C

点数
3
7
22
24
43
61
143
3
6
2
4
5
6
7
10
11
13
15
19
33
24
34
46
50
111
2
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
3
3
4
7
8

資料番号
1
3
5
36
7
2
37
4
31
16
39
40
33
17
13
15
9
8
11
29
30
12
6
14
10
18
56
65
28
25
19
20
21
22
26
27
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
57
58
59
60
61
62
63
64
66
24
35
41
34
42
23
32
38

改訂類型

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

史

学

第
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は
全
て
そ
の
〈
場
〉
で
そ
の
母
岩
が
製
作
さ
れ
た
と
い
う
「
製
作

説
」
の
証
左
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
支
え
る
論
理
的
根
拠
は
、

「
我
々
の
理
解
の
次
元
」
で
あ
り
「
常
識
的
に
み
て
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
想
定
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
全
て
の
要
素
の
組
合
せ
を
網
羅
し
た
枠
組
み
を
も
と
に
、

〈
も
の
〉
を
残
し
た
人
々
の
行
動
を
解
釈
す
る
論
理
性
を
検
証
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
下
で
は
、
石
核
・
残
滓
・
目
的
物
と
い
う
三
種
類
の
類
型
区

分
に
対
す
る
製
作
・
搬
入
と
い
う
解
釈
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

在
り
方
か
ら
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
導
か
れ
る
か
と
い
う
類
型
区
分

の
連
鎖
状
況
（
類
型
連
鎖
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
第
１
図
）。

対
象
と
す
る
資
料
が
見
出
さ
れ
た
〈
場
〉
を
「
当
地
」、「
当
地
」

に
至
る
〈
場
〉
を
「
移
動
元
」、「
当
地
」
か
ら
の
〈
場
〉
を
「
移

動
先
」
と
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
場
〉
か
ら
運
び
出
さ
れ
る
資
料

（
搬
出
品
）
を
、
囲
み
線
で
表
示
す
る
。

類
型
連
鎖
﹇
１
﹈�「
当
地
」
で
製
作
さ
れ
て
石
核
が
搬
出
さ
れ
、

残
滓
と
目
的
物
が
遺
棄
さ
れ
る
（
③
�
残
滓
と
目
的
物
の
製

作
）。
搬
出
さ
れ
た
石
核
が
搬
入
さ
れ
た
「
移
動
先
」
に
お
い

て
、
さ
ら
に
製
作
さ
れ
て
残
滓
・
目
的
物
が
遺
棄
さ
れ
、
石
核

が
搬
出
さ
れ
る
類
型
連
鎖
﹇
1a
﹈
と
、
製
作
後
に
石
核
も
残

滓
・
目
的
物
と
共
に
遺
棄
さ
れ
る
類
型
連
鎖
﹇
1b
﹈、
石
核
の

移動先

石核 残滓 目的物
③

石核 残滓 目的物
①

石核
⑤

目的物
⑦

残滓
⑥

：搬出品

第 1図 改訂類型と類型連鎖

→

→

→

→

→

→

〈場〉
当地

石核 残滓 目的物
③

残滓 目的物
③

石核 残滓 目的物
①

石核 残滓 目的物
②

石核 残滓
②

石核 残滓 目的物
④

石核 目的物
④

→

→

→

→

→

移動元

石核 残滓 目的物
⑤

石核 残滓 目的物

石核 残滓 目的物
⑦

石核 残滓 目的物
⑥

類型
連鎖

［1a］

［1b］

［1c］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

改訂
類型群

①
―
③
―
⑤

②
―
⑦

④
―
⑥

石
器
資
料
の
製
作
と
搬
入

一
三
一
（
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三
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移
動
先
で
は
製
作
は
行
な
わ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
石
核
が
廃
棄
さ

れ
る
類
型
連
鎖
﹇
1c
﹈
の
三
通
り
が
考
え
ら
れ
る
。
類
型
連
鎖

﹇
1a
﹈
は
③
か
ら
③
へ
と
い
う
反
復
、
類
型
連
鎖
﹇
1b
﹈
は
③

か
ら
①
、
類
型
連
鎖
﹇
1c
﹈
は
③
か
ら
⑤
と
い
う
連
鎖
で
あ
る
。

類
型
連
鎖
﹇
２
﹈�「
移
動
元
」
で
製
作
さ
れ
て
石
核
を
遺
棄
し
、

残
滓
と
目
的
物
を
搬
出
し
て
「
当
地
」
に
搬
入
・
廃
棄
さ
れ
る
。

「
当
地
」
で
は
③
�
残
滓
・
目
的
物
の
搬
入
で
あ
り
、「
移
動

元
」
で
は
⑤
�
石
核
の
製
作
と
な
る
（
⑤
↓
③
）。

類
型
連
鎖
﹇
３
﹈�「
移
動
元
」
で
製
作
さ
れ
て
石
核
・
残
滓
・
目

的
物
を
搬
出
し
て
「
当
地
」
に
搬
入
・
廃
棄
さ
れ
る
。「
当

地
」
で
は
①
�
石
核
・
残
滓
・
目
的
物
の
搬
入
で
あ
り
、「
移

動
元
」
で
は
石
器
資
料
が
存
在
し
な
い
（
＊
↓
①
）。

類
型
連
鎖
﹇
４
﹈�「
当
地
」
で
製
作
さ
れ
て
石
核
と
残
滓
を
遺
棄

し
、
目
的
物
の
み
を
搬
出
し
て
「
移
動
先
」
に
搬
入
・
廃
棄
さ

れ
る
。「
当
地
」
で
は
②
�
石
核
・
残
滓
の
製
作
で
あ
り
、「
移

動
先
」
で
は
⑦
�
目
的
物
の
搬
入
で
あ
る
（
②
↓
⑦
）。

類
型
連
鎖
﹇
５
﹈�「
移
動
元
」
で
製
作
さ
れ
て
目
的
物
を
遺
棄
し
、

石
核
と
残
滓
を
搬
出
し
て
「
当
地
」
に
搬
入
・
廃
棄
さ
れ
る
。

「
当
地
」
で
は
②
�
石
核
・
残
滓
の
搬
入
で
あ
り
、「
移
動
元
」

で
は
⑦
�
目
的
物
の
製
作
で
あ
る
（
⑦
↓
②
）。

類
型
連
鎖
﹇
６
﹈�「
当
地
」
で
製
作
さ
れ
て
石
核
と
目
的
物
を
遺

棄
し
、
残
滓
の
み
を
搬
出
し
て
「
移
動
先
」
に
搬
入
・
廃
棄
さ

れ
る
。「
当
地
」
で
は
④
�
石
核
・
目
的
物
の
製
作
で
あ
り
、

「
移
動
先
」
で
は
⑥
�
残
滓
の
搬
入
で
あ
る
（
④
↓
⑥
）。

類
型
連
鎖
﹇
７
﹈�「
移
動
元
」
で
製
作
さ
れ
て
残
滓
を
遺
棄
し
、

石
核
と
目
的
物
を
搬
出
し
て
「
当
地
」
に
搬
入
・
廃
棄
す
る
。

「
当
地
」
で
は
④
�
石
核
・
目
的
物
の
廃
棄
で
あ
り
、「
移
動

元
」
で
は
⑥
�
残
滓
の
製
作
で
あ
る
（
⑥
↓
④
）。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
あ
る
〈
場
〉
に
お
け
る
〈
も
の
〉
の
遺
存

状
態
か
ら
そ
の
〈
も
の
〉
が
そ
の
〈
場
〉
に
残
さ
れ
る
に
至
っ
た

二
通
り
の
解
釈
で
あ
る
「
製
作
」
と
「
搬
入
」
は
、
時
間
的
・
空

間
的
な
連
鎖
関
係
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
な

わ
ち
③
�
残
滓
と
目
的
物
の
製
作
・
遺
棄
は
、
⑤
�
石
核
の
搬
入

を
必
然
的
に
も
た
ら
し
（
類
型
連
鎖
﹇
1c
﹈）、
⑤
�
石
核
の
製

作
・
遺
棄
は
、
③
�
残
滓
・
目
的
物
の
搬
入
を
も
た
ら
す
（
類
型

連
鎖
﹇
２
﹈）。
こ
の
こ
と
は
類
型
連
鎖
﹇
４
﹈�
②
↓
⑦
と
類
型

連
鎖
﹇
５
﹈�
⑦
↓
②
と
い
う
「
②
―
⑦
関
係
」、
類
型
連
鎖

﹇
６
﹈�
④
↓
⑥
、
類
型
連
鎖
﹇
７
﹈�
⑥
↓
④
の
「
④
―
⑥
関

係
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
（
以
下
で
は
煩
瑣
と
な
る
た
め
類

型
名
称
に
お
け
る
「
類
型
連
鎖
」
の
語
を
省
略
す
る
）。
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６

改
訂
類
型
と
砂
川
類
型

改
訂
類
型
の
製
作
お
よ
び
搬
入
解
釈
に
つ
い
て
、
砂
川
類
型
お

よ
び
砂
川
類
型
を
構
成
す
る
個
々
の
母
岩
別
資
料
に
つ
い
て
検
討

す
る
（
第
１
図
・
第
１
表
）。

改
訂
類
型

①
�
石
核
・
残
滓
・
目
的
物

製
作
解
釈
は
、﹇
1b
﹈
で
製
作
後
に
全
て
遺
棄
さ
れ
る
（
③
↓

①
）
と
す
る
。
搬
入
解
釈
は
、﹇
３
﹈
で
石
核
・
残
滓
・
目
的
物

を
搬
入
し
た
（
＊
↓
①
）
と
す
る
。
①
は
、
№
１
〜
３
・
５
・

７
・
３６
・
３７
の
七
母
岩
で
あ
り
、
砂
川
類
型
Ａ
す
な
わ
ち
製
作

（
③
↓
①
）
で
あ
る
。
石
核
・
残
滓
・
目
的
物
を
搬
入
す
る
﹇
３
﹈

に
つ
い
て
は
仮
説
と
し
て
棄
却
さ
れ
て
い
る
が
、
№
１
（
石
核

１
・
打
面
調
整
剥
片
１
・
刃
器
状
剥
片
１
）
な
ど
に
つ
い
て
、
搬

入
を
棄
却
す
る
積
極
的
な
論
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

改
訂
類
型

②
�
石
核
・
残
滓

製
作
解
釈
は
、﹇
４
﹈
で
製
作
後
に
目
的
物
を
搬
出
し
た
（
②

↓
⑦
）
と
す
る
。
搬
入
解
釈
は
、﹇
５
﹈
で
石
核
・
残
滓
を
搬
入

し
た
（
⑦
↓
②
）
と
す
る
。
②
は
№
４
（
石
核
１
・
打
面
調
整
剥

片
２
）
お
よ
び
№
３１
（
石
核
１
・
砕
片
５
）
の
二
母
岩
で
、
砂
川

類
型
Ａ
す
な
わ
ち
製
作
（
②
↓
⑦
）
で
あ
る
。
搬
入
で
あ
る

﹇
５
﹈
は
、
棄
却
さ
れ
て
い
る
。

改
訂
類
型

③
�
残
滓
・
目
的
物

製
作
解
釈
は
、﹇
１
﹈
で
製
作
後
に
石
核
を
搬
出
し
た
（
③
↓

＊
）
と
す
る
。
搬
入
解
釈
は
、﹇
２
﹈
で
残
滓
・
目
的
物
を
搬
入

し
た
（
⑤
↓
③
）
と
す
る
。
③
は
№
６
・
８
〜
１７
・
２９
・
３０
・

３３
・
３９
・
４０
の
一
六
母
岩
で
あ
り
、
砂
川
類
型
Ｂ
す
な
わ
ち
製
作

解
釈
（
③
↓
＊
）
で
あ
る
。
製
作
後
に
石
核
を
搬
出
し
た
先
で
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
製
作
が
な
さ
れ
石
核
を
搬
出
す

る
﹇
1a
﹈（
③
↓
③
）、
製
作
が
な
さ
れ
石
核
も
含
め
て
遺
棄
さ
れ

る
﹇
1b
﹈（
③
↓
①
）、
製
作
は
な
さ
れ
ず
搬
入
さ
れ
た
石
核
が
遺

棄
さ
れ
る
﹇
1c
﹈（
③
↓
⑤
）
と
い
う
三
種
類
の
類
型
が
想
定
さ

れ
る
。
搬
入
で
あ
る
﹇
２
﹈（
⑤
↓
③
）
は
、
棄
却
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
残
滓
に
砕
片
が
、
目
的
物
に
加
工
石
器
（
ナ
イ
フ
形
石
器
）

が
含
ま
れ
る
場
合
（
例
え
ば
№
８
〜
１４
・
３０
）
に
つ
い
て
、
搬
入

さ
れ
た
剥
片
に
対
し
て
調
整
加
工
が
施
さ
れ
た
と
い
う
製
作
解
釈

は
一
切
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

改
訂
類
型

④
�
石
核
・
目
的
物

製
作
解
釈
は
、﹇
６
﹈
で
製
作
後
に
残
滓
を
搬
出
し
た
（
④
↓

⑥
）
と
す
る
。
搬
入
解
釈
は
、﹇
７
﹈
で
石
核
・
目
的
物
を
搬
入

し
た
（
⑥
↓
④
）
と
す
る
。
④
は
№
１８
（
石
核
１
・
そ
の
他
の
剥

片
１
）
の
一
母
岩
で
、
砂
川
類
型
Ａ
す
な
わ
ち
製
作
解
釈
（
④
↓

⑥
）
で
あ
る
。
搬
入
解
釈
で
あ
る
﹇
７
﹈（
⑥
↓
④
）
は
、
棄
却
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さ
れ
て
い
る
。

改
訂
類
型

⑤
�
石
核

製
作
解
釈
は
、﹇
２
﹈
で
製
作
後
に
残
滓
・
目
的
物
を
搬
出
し

た
（
⑤
↓
③
）
と
す
る
。
搬
入
解
釈
は
、﹇
1c
﹈
で
石
核
を
搬
入

し
た
（
③
↓
⑤
）
と
す
る
。
⑤
は
№
５６
（
石
核
１
）・
№
６５
（
石

核
１
）
で
、
砂
川
類
型
Ａ
す
な
わ
ち
製
作
解
釈
（
⑤
↓
③
）
で
あ

る
。
搬
入
解
釈
で
あ
る
﹇
1c
﹈（
③
↓
⑤
）
は
、
棄
却
さ
れ
て
い

る
。
⑤
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
製
作
解
釈
（﹇
２
﹈
⑤
↓
③
）
で

は
、
必
然
的
に
搬
出
さ
れ
た
残
滓
・
目
的
物
は
移
動
先
で
は
搬
入

解
釈
﹇
２
﹈
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
③
に
つ
い
て
製
作

解
釈
﹇
1a
﹈
を
採
用
し
た
た
め
、
搬
入
解
釈
﹇
２
﹈
は
棄
却
さ
れ

て
い
る
。

改
訂
類
型

⑥
�
残
滓

製
作
解
釈
は
、﹇
７
﹈
で
製
作
後
に
石
核
と
目
的
物
を
搬
出
し

た
（
⑥
↓
④
）
と
す
る
。
搬
入
解
釈
は
、﹇
６
﹈
で
残
滓
を
搬
入

し
た
（
④
↓
⑥
）
と
す
る
。
⑥
は
№
２８
（
砕
片
１
）
お
よ
び
№
２５

（
砕
片
３
）
で
、
砂
川
類
型
Ｂ
す
な
わ
ち
製
作
解
釈
（
⑥
↓
④
）

で
あ
る
。
搬
入
解
釈
で
あ
る
﹇
６
﹈
は
棄
却
さ
れ
て
い
る
。
⑥
に

お
い
て
採
用
さ
れ
た
製
作
（﹇
７
﹈
⑥
↓
④
）
で
は
、
必
然
的
に

搬
出
さ
れ
た
石
核
・
目
的
物
は
移
動
先
で
は
搬
入
解
釈
﹇
７
﹈
と

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
④
に
つ
い
て
は
製
作
解
釈
﹇
６
﹈

を
採
用
し
た
た
め
、
搬
入
解
釈
﹇
７
﹈
は
棄
却
さ
れ
て
い
る
。

改
訂
類
型

⑦
�
目
的
物

製
作
解
釈
は
、﹇
５
﹈
で
製
作
後
に
石
核
と
残
滓
を
搬
出
し
た

（
⑦
↓
②
）
と
す
る
。
搬
入
解
釈
は
、﹇
４
﹈
で
目
的
物
を
搬
入
し

た
（
②
↓
⑦
）
と
す
る
。
⑦
は
№
１９
〜
２４
・
２６
・
２７
・
３２
・
３４
・

３５
・
３８
・
４１
〜
５５
・
５７
〜
６４
・
６６
の
計
３６
母
岩
で
、
全
て
砂
川
類

型
Ｃ
す
な
わ
ち
搬
入
解
釈
（
②
↓
⑦
）
で
あ
る
。
製
作
解
釈
で
あ

る
﹇
５
﹈
は
、
棄
却
さ
れ
て
い
る
。

７

改
訂
類
型
群
の
相
互
関
係

類
型
連
鎖
と
し
て
示
さ
れ
た
各
改
訂
類
型
は
、
さ
ら
に
そ
の
相

互
補
完
関
係
か
ら
複
数
の
改
訂
類
型
群
と
し
て
示
さ
れ
る
。

改
訂
類
型
群
〈
①
―
③
―
⑤
〉

③
の
製
作
解
釈
（﹇
１
﹈
石
核
搬
出
）
に
対
応
す
る
の
が
、
③

の
搬
入
解
釈
（﹇
２
﹈
残
滓
・
目
的
物
搬
入
）
で
あ
る
。
そ
し
て

③
の
製
作
解
釈
（﹇
１
﹈
石
核
搬
出
）
は
⑤
の
搬
入
解
釈
（﹇
１

ｃ
﹈
石
核
搬
入
）
を
も
た
ら
し
、
③
の
搬
入
解
釈
（﹇
２
﹈
残

滓
・
目
的
物
搬
入
）
は
⑤
の
製
作
解
釈
（﹇
２
﹈
残
滓
・
目
的
物

搬
出
）
を
も
た
ら
す
。
③
に
対
す
る
解
釈
と
し
て
製
作
を
選
択
す

れ
ば
、
必
然
的
に
⑤
の
搬
入
が
導
か
れ
、
③
の
搬
入
お
よ
び
⑤
の

製
作
は
棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
砂
川
モ
デ
ル
で

史
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は
③
を
類
型
Ｂ
と
し
て
製
作
解
釈
を
採
用
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
⑤
（
№
５６
・
６５
）
に
つ
い
て
は
搬
入
解
釈
を
採
用
せ
ず
に
製

作
解
釈
で
あ
る
類
型
Ａ
と
し
て
い
る
。
ま
た
③
に
つ
い
て
は
製
作

解
釈
を
採
用
し
た
た
め
搬
入
解
釈
は
棄
却
さ
れ
て
お
り
、
③
の
搬

入
解
釈
と
結
び
つ
い
て
い
る
⑤
の
製
作
解
釈
は
棄
却
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
①
の
製
作
解
釈
（﹇
1b
﹈
搬
出
な
し
）
に
対
応
す

る
の
が
、
①
の
搬
入
解
釈
（﹇
３
﹈
石
核
・
残
滓
・
目
的
物
搬

入
）
で
あ
る
。
類
型
連
鎖
﹇
1b
﹈（
③
↓
①
）
は
、
砂
川
類
型
の

代
表
モ
デ
ル
と
し
て
常
に
提
示
さ
れ
て
き
た
類
型
Ｂ
（
前
半
段

階
）↓
類
型
Ａ
（
後
半
段
階
）
に
相
当
す
る
。
し
か
し
砂
川
類
型

に
お
い
て
類
型
Ｂ
が
反
復
す
る
類
型
連
鎖
﹇
1a
﹈（
③
↓
③
）
は
、

想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
類
型
連
鎖
﹇
1a
﹈（
③
↓
③
）
の
最
終
型

が
、
素
材
で
あ
る
石
核
が
搬
出
さ
れ
ず
に
残
滓
と
目
的
物
と
共
に

廃
棄
さ
れ
る
類
型
連
鎖
﹇
1b
﹈（
③
↓
①
）
で
あ
る
。﹇
1a
﹈・

﹇
1b
﹈
の
各
類
型
連
鎖
に
お
い
て
は
、
搬
入
さ
れ
た
石
核
を
素
材

に
し
て
製
作
作
業
が
な
さ
れ
る
が
、
類
型
連
鎖
﹇
1c
﹈
で
は
製
作

作
業
そ
の
も
の
が
な
さ
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
る
（
⑤
）。

改
訂
類
型
群
〈
②
―
⑦
〉

②
（
石
核
・
残
滓
）
の
場
合
に
は
砂
川
類
型
Ａ
で
あ
る
製
作
解

釈
を
採
用
し
て
お
り
、
必
然
的
に
目
的
物
の
欠
如
は
目
的
物
搬
出

す
な
わ
ち
移
動
先
で
の
⑦
（
目
的
物
�
廃
棄
）
と
い
う
砂
川
類
型

Ｃ
と
結
び
つ
き
矛
盾
は
な
い
。
石
核
と
共
に
残
滓
が
搬
出
さ
れ
、

移
動
先
に
搬
入
さ
れ
る
類
型
連
鎖
﹇
５
﹈（
⑦
↓
②
）
は
棄
却
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
残
滓
に
お
け
る
構
成
物
と
し
て
の
打
面
調
整

剥
片
と
砕
片
は
、
決
し
て
等
価
な
存
在
で
は
な
い
。
剥
片
剥
離
作

業
に
お
い
て
、
打
面
調
整
剥
片
が
存
在
し
な
い
事
例
は
想
定
可
能

で
あ
る
が
、
砕
片
が
発
生
し
な
い
剥
片
剥
離
作
業
は
想
定
が
困
難

で
あ
る
。
な
ぜ
製
作
と
さ
れ
た
№
４
で
は
、
砕
片
が
存
在
し
な
い

の
か
？

砕
片
が
搬
出
さ
れ
た
の
か
？

い
わ
ゆ
る
「
砕
片
」
問

題
（
五
十
嵐
二
〇
〇
二
�
五
〇
頁
）
に
対
し
て
、
合
理
的
な
回
答

は
未
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

改
訂
類
型
群
〈
④
―
⑥
〉

石
核
・
目
的
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
類
型
④
（
№
１８
�
石
核

１
・
そ
の
他
の
剥
片
１
）
に
つ
い
て
砂
川
類
型
Ａ
と
し
て
製
作
解

釈
を
採
用
し
た
た
め
に
、
必
然
的
に
残
滓
の
欠
如
に
つ
い
て
は
残

滓
搬
出
す
な
わ
ち
移
動
先
で
の
残
滓
搬
入
�
廃
棄
（
類
型
⑥
）
を

も
た
ら
す
。
し
か
し
残
滓
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
類
型
⑥
（
№

２５
�
砕
片
３
・
№
２８
�
砕
片
１
）
に
つ
い
て
も
砂
川
類
型
Ｂ
と
し

て
製
作
解
釈
を
採
用
す
る
た
め
に
、
必
然
的
に
石
核
と
目
的
物
の

欠
如
に
つ
い
て
は
石
核
・
目
的
物
の
搬
出
す
な
わ
ち
移
動
先
で
の

④
石
核
・
目
的
物
の
搬
入
�
廃
棄
と
い
う
搬
入
解
釈
を
採
用
し
な
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く
て
は
成
立
し
な
い
。
相
補
的
な
類
型
（
④
―
⑥
）
で
共
に
製
作

解
釈
を
採
用
し
た
た
め
に
、
深
刻
な
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
④
石

核
・
目
的
物
で
あ
る
№
１８
に
つ
い
て
は
、
当
初
「
類
型
か
ら
は
ず

れ
た
個
体
別
資
料
」
と
し
て
「
A’
類
」
と
し
て
特
別
扱
い
さ
れ
た

（
安
蒜
一
九
七
四
ｂ
、
四
頁
）。
し
か
し
「
資
料
数
が
少
な
い
た
め

に
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
が
、「
類
型
Ａ
に

（
中
略
）
ふ
く
め
て
お
こ
う
」（
安
蒜
一
九
七
四
ａ
、
二
一
頁
）
と

さ
れ
て
以
来
、
№
１８
を
類
型
Ａ
す
な
わ
ち
製
作
と
み
な
す
こ
と
に

よ
っ
て
必
然
的
に
生
じ
る
は
ず
の
「
残
滓
の
搬
出
」
と
い
う
事
態

に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
⑥
残
滓
で
あ
る
№
２５
・

２８
に
つ
い
て
も
、
当
初
は
「
類
型
か
ら
は
ず
れ
た
個
体
別
資
料
」

と
し
て
「
B’
類
」
と
さ
れ
た
が
（
安
蒜
一
九
七
四
ｂ
、
四
頁
）、

④
石
核
・
目
的
物
の
搬
入
解
釈
は
な
さ
れ
ず
に
砂
川
類
型
Ａ
と
し

て
製
作
解
釈
を
採
用
し
た
論
理
的
矛
盾
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。

８

砂
川
モ
デ
ル
の
矛
盾
点

砂
川
モ
デ
ル
で
は
、
同
一
母
岩
に
区
分
さ
れ
た
接
合
・
非
接
合

の
石
器
資
料
区
分
に
お
い
て
石
核
と
残
滓
類
（
砕
片
・
打
面
調
整

剥
片
）
が
存
在
す
れ
ば
、
そ
の
同
一
母
岩
は
そ
の
〈
場
〉
で
「
製

作
」
と
さ
れ
、
同
一
母
岩
に
石
核
と
残
滓
類
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、

そ
の
同
一
母
岩
は
他
の
〈
場
〉
で
「
製
作
」
さ
れ
た
後
に
「
搬

入
」
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
石
核
・
残
滓
類
が
あ
れ

ば
「
製
作
」、
な
け
れ
ば
「
搬
入
」
と
解
釈
す
る
。
こ
れ
が
砂
川

モ
デ
ル
の
第
一
の
前
提
で
あ
る
。

ま
た
同
時
に
石
核
と
残
滓
類
が
あ
れ
ば
「
製
作
」
な
の
だ
か
ら
、

石
核
と
残
滓
類
は
「
搬
入
」
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
「
搬
入
」
さ
れ
る
の
は
目
的
物
（
加
工
石
器
・
目
的
剥

片
）
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
が
砂
川
モ
デ
ル
の
第
二
の
前
提
で
あ
る
。

常
に
石
核
と
残
滓
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
見
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、

こ
う
し
た
砂
川
モ
デ
ル
で
も
矛
盾
は
生
じ
な
い
（
例
え
ば
﹇
1b
﹈

③
↓
①
、﹇
４
﹈
②
↓
⑦
）。
し
か
し
石
核
と
残
滓
が
異
な
る
存
在

形
態
を
示
せ
ば
、
す
な
わ
ち
ど
ち
ら
か
が
存
在
し
他
方
が
存
在
し

な
い
と
き
に
砂
川
モ
デ
ル
は
破
綻
を
き
た
す
。

石
核
と
目
的
物
は
有
る
が
残
滓
は
無
い
場
合
（
④
№
１８
）
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
石
核
が
存

在
す
る
の
で
製
作
と
す
る
の
だ
が
、
残
滓
が
存
在
し
な
い
こ
と
を

搬
出
と
は
解
釈
で
き
な
い
。
も
し
残
滓
を
搬
出
し
た
と
す
る
な
ら

ば
、
搬
出
し
た
先
で
の
残
滓
の
み
の
存
在
（
⑥
№
２５
、
№
２８
）
は

搬
入
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
残
滓
の
存
在
は
常
に
製
作
の

根
拠
な
の
だ
か
ら
、
搬
出
・
搬
入
の
対
象
と
み
な
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
石
核
・
残
滓
・
目
的
物
と
い
う
三
種
の
石
器
類
区
分
の
組

史
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合
せ
に
お
い
て
、
相
補
的
な
関
係
に
あ
る
④
（
石
核
・
目
的
物
）

と
⑥
（
残
滓
）
の
存
在
形
態
を
解
釈
す
る
際
に
、
④
を
製
作
と
す

れ
ば
⑥
は
搬
入
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
、
論
理
的
に
導
か

れ
る
必
然
的
な
帰
結
で
あ
る
。
し
か
し
砂
川
モ
デ
ル
を
構
成
す
る

二
つ
の
前
提
を
適
用
す
る
限
り
、
双
方
を
「
製
作
」
と
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
こ
れ
は
、
砂
川
モ
デ
ル
が
採
用
し
て
い
る
前
提
か
ら
導

か
れ
る
必
然
的
な
矛
盾
で
あ
る
。

冒
頭
引
用
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
類
型
Ｂ
�
③
（
残

滓
・
目
的
物
）
が
形
成
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
二
通
り

の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
た
（
安
蒜
一
九
七
四
ａ
、
一
九
七
四
ｂ
）。

採
用
さ
れ
た
第
一
案
は
、
石
核
を
持
ち
込
ん
で
製
作
し
（
石
核
・

残
滓
・
目
的
物
の
形
成
）、
石
核
を
持
ち
出
す
「
製
作
説
」
で
あ

る
。「
非
常
識
で
あ
り
例
外
的
で
あ
る
」
と
し
て
不
採
用
と
な
っ

た
第
二
案
は
、
他
の
場
所
で
の
製
作
痕
跡
（
石
核
・
残
滓
・
目
的

物
の
形
成
）
か
ら
、
残
滓
・
目
的
物
を
持
ち
込
む
「
搬
入
説
」
で

あ
る
。
し
か
し
石
核
の
み
が
見
出
さ
れ
た
場
合
（
⑤
№
５６
・
№

６５
）
の
解
釈
は
、
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
類
型
Ｂ
の
解
釈
で
採
用

さ
れ
た
「
石
核
移
動
説
」
に
従
え
ば
、
石
核
の
持
ち
込
み
（
類
型

Ｃ
）
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
№
５６
・
№
６５
は
、
類
型
Ａ
と

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
こ
で
「
剥
片
剥
離
作
業
が
お
こ
な
わ

れ
て
、
残
核
を
そ
の
地
点
に
残
し
て
」「
我
々
の
理
解
の
次
元
を

こ
え
て
、
…
残
核
を
残
し
て
、
…
打
面
調
整
剥
片
と
砕
片
と
ま
で

も
が
」
搬
出
さ
れ
た
と
い
う
解
釈
に
至
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

砂
川
遺
跡
に
お
け
る
類
型
区
分
に
お
い
て
、
単
独
出
土
の
石
核

（
№
５６
・
№
６５
）
は
当
初
類
型
Ｃ
に
区
分
さ
れ
た
が
、
一
九
九
〇

年
以
降
は
類
型
Ａ
に
変
更
さ
れ
て
い
る
（
五
十
嵐
二
〇
〇
二
、
五

九
頁
）。
し
か
し
そ
れ
で
も
矛
盾
は
取
り
繕
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら

ば
砂
川
遺
跡
に
お
け
る
「
石
核
」
資
料
の
位
置
づ
け
が
、
砂
川
類

型
Ａ
・
Ｂ
で
想
定
さ
れ
た
よ
う
に
持
ち
運
ば
れ
る
「
素
材
」
と
し

て
規
定
さ
れ
る
一
方
で
、
持
ち
運
ば
れ
る
こ
と
の
な
い
「
残
滓
」

と
い
う
互
い
に
反
す
る
性
格
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
砂
川
モ
デ
ル
で
は
、
石
核
と
い
う
存
在
性
が
「
持
ち
運

ば
れ
る
残
滓
（
素
材
）」
と
い
う
矛
盾
に
満
ち
た
産
物
な
の
で
あ

る
。９

製
作
と
搬
入
の
相
互
関
係

あ
る
石
器
資
料
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
常
に
製
作
・
廃
棄
モ
デ

ル
に
基
づ
く
「
製
作
説
」
と
製
作
・
運
搬
・
廃
棄
モ
デ
ル
に
基
づ

く
「
搬
入
説
」
が
成
立
し
う
る
。
ど
ち
ら
を
採
用
す
る
に
せ
よ
、

製
作
に
伴
い
必
然
的
に
生
じ
る
は
ず
の
〈
も
の
〉
が
製
作
の

〈
場
〉
に
存
在
し
な
け
れ
ば
、
異
な
る
〈
場
〉
に
搬
入
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
搬
入
さ
れ
た
〈
場
〉
に
存
在
し
た
要
素
は
搬

石
器
資
料
の
製
作
と
搬
入

一
三
七
（
六
六
九
）



出
さ
れ
た
〈
場
〉
に
お
い
て
製
作
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
の
が
、
砂
川
モ
デ
ル
の
前
提
条
件
で
あ
る
。

石
器
資
料
の
搬
出
―
搬
入
と
い
う
製
作
の
〈
場
〉
と
廃
棄
の

〈
場
〉
を
つ
な
ぐ
連
鎖
関
係
（
③
―
⑤
、
②
―
⑦
、
④
―
⑥
）
は
、

同
一
事
象
の
二
項
解
釈
（
製
作
か
搬
入
か
）
を
介
し
て
、
表
裏
関

係
に
あ
る
。
こ
う
し
た
構
図
を
考
慮
せ
ず
に
、
恣
意
的
な
属
性
選

択
に
よ
る
一
方
的
な
解
釈
を
適
用
す
る
と
、
構
造
的
な
矛
盾
が
露

呈
す
る
。

製
作
と
搬
入
を
解
釈
要
素
と
す
る
石
器
資
料
の
連
鎖
構
造
は
、

以
下
の
諸
規
則
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

１
�
あ
る
〈
場
〉
に
お
け
る
製
作
解
釈
と
搬
入
解
釈
は
、
二
者

択
一
の
関
係
に
あ
る
。

２
�
あ
る
〈
場
〉
に
お
け
る
製
作
類
型
は
、
次
の
〈
場
〉
に
お

け
る
搬
入
類
型
と
結
び
つ
い
て
い
る
（
類
型
連
鎖
）。

３
�
こ
う
し
た
類
型
連
鎖
は
、
次
の
〈
場
〉
に
お
け
る
搬
入
類

型
を
あ
る
〈
場
〉
に
お
け
る
製
作
類
型
に
置
き
換
え
た
類
型

連
鎖
と
対
立
関
係
に
あ
る
（
類
型
連
鎖
対
立
）。

砂
川
モ
デ
ル
で
は
剥
片
剥
離
工
程
の
前
半
を
類
型
Ｂ
、
後
半
を

類
型
Ａ
と
し
て
、
類
型
Ｂ
↓
類
型
Ａ
の
連
鎖
を
唯
一
の
連
鎖
構
造

と
み
な
し
て
い
る
が
、
類
型
Ｂ
（
③
）
に
後
続
す
る
の
は
類
型
Ａ

（
①
）
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
類
型
Ｂ
が
繰
り
返
さ
れ
る
場

合
（
③
↓
③
）
や
石
核
が
単
独
で
廃
棄
さ
れ
る
類
型
Ｃ
（
⑤
）
と

い
う
事
態
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
石
器

製
作
工
程
の
前
半
（
類
型
Ｂ
）
と
後
半
（
類
型
Ａ
）
は
決
し
て
対

等
な
位
相
を
示
す
の
で
は
な
く
、
基
本
と
な
る
の
は
素
材
で
あ
る

石
核
が
持
ち
運
ば
れ
て
残
滓
と
目
的
物
が
残
さ
れ
る
類
型
③
で
あ

る
こ
と
が
判
明
す
る
。
類
型
③
が
２
回
繰
り
返
さ
れ
れ
ば
石
器
製

作
工
程
全
体
は
三
分
割
さ
れ
、
３
回
繰
り
返
さ
れ
れ
ば
四
分
割
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
全
て
の
石
材
の
全
て
の
母
岩
に
お
い
て
、
常

に
剥
片
剥
離
工
程
が
前
半
と
後
半
に
二
分
割
さ
れ
る
と
い
う
砂
川

的
想
定
は
、
砂
川
遺
跡
出
土
資
料
に
限
定
し
て
み
て
も
成
立
し
難

い
。「

非
常
に
微
細
な
（
小
指
の
爪
よ
り
小
さ
い
程
度
の
）
剥
片
や

石
器
の
調
整
剥
片
」（
戸
沢
一
九
六
八
、
一
六
頁
）
で
あ
る
砕
片

を
含
む
全
て
の
石
器
資
料
を
同
一
で
あ
る
と
い
う
母
岩
別
に
区
分

す
る
の
は
も
と
も
と
無
理
が
あ
り
、
な
お
か
つ
そ
う
し
た
砕
片
が

存
在
し
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
そ
の
母
岩
資
料
が
そ
の
〈
場
〉
で

製
作
さ
れ
た
の
か
搬
入
さ
れ
た
の
か
と
い
う
行
動
解
釈
の
根
拠
と

す
る
の
は
な
お
さ
ら
無
理
が
あ
り
、
本
来
七
つ
の
類
型
に
区
分
す

べ
き
母
岩
類
型
を
わ
ず
か
三
つ
に
区
分
し
て
全
て
を
説
明
す
る

「
砂
川
モ
デ
ル
」
は
甚
だ
し
く
無
理
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

史
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遺
物
集
中
部
を
無
条
件
に
住
居
や
石
器
製
作
の
痕
跡
と
み
な
す

「
月
見
野
仮
説
」
に
つ
い
て
は
、
世
界
各
地
の
民
族
調
査
例
が
参

照
さ
れ
て
否
定
的
な
見
解
（
田
村
二
〇
一
二
）
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
母
岩
識
別
に
よ
る
三
類
型
区
分
に
基
づ
く
製
作
・
搬
出
・
搬

入
モ
デ
ル
す
な
わ
ち
「
原
料
の
二
重
構
成
と
時
差
消
費
」（
安
蒜

一
九
九
二
）
と
い
う
「
砂
川
仮
説
」
に
つ
い
て
も
、
本
質
的
な
問

題
を
胚
胎
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
無
理
の
あ
る
仮

説
は
、
様
々
な
方
面
か
ら
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

私
た
ち
の
考
古
資
料
に
対
す
る
向
き
合
い
方
、
資
料
操
作
方
法

と
解
釈
の
導
出
過
程
に
つ
い
て
、
す
な
わ
ち
〈
も
の
〉
と
〈
も

の
〉、〈
場
〉
に
お
け
る
〈
も
の
〉
の
相
互
関
係
に
関
す
る
認
識
に

つ
い
て
不
断
の
検
証
作
業
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
六
日
）

謝
辞慶

應
義
塾
大
学
阿
部
祥
人
教
授
に
は
、
本
稿
に
対
し
て
有
益
な
ご
意

見
を
頂
い
た
。
長
年
の
学
恩
に
対
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。

（
註
１
）
石
器
製
作
に
伴
っ
て
生
じ
る
全
て
の
資
料
が
搬
出
�
搬
入
さ

れ
る
と
い
っ
た
極
端
な
状
況
は
少
な
く
、
実
際
に
は
さ
ら
に
複
雑

な
状
況
が
容
易
に
想
定
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
砂
川
モ
デ
ル
に
基

づ
い
た
製
作
か
搬
入
か
と
い
う
単
純
化
し
た
次
元
に
議
論
を
限
定

し
た
。

文
献

安
蒜
政
雄

一
九
七
四
ａ
「
遺
跡
に
お
け
る
石
器
群
の
平
面
的
遺
存

状
態
」『
埼
玉
県
所
沢
市
砂
川
先
土
器
時
代
遺
跡
―
第
２
次
調
査
の

記
録
―
』
所
沢
市
教
育
委
員
会
、
五
―
二
七
頁
。

安
蒜
政
雄

一
九
七
四
ｂ
「
砂
川
遺
跡
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
個
体

別
資
料
に
よ
る
石
器
群
の
検
討
―
」『
史
館
』
第
二
号
、
一
―
八
頁
。

安
蒜
政
雄

一
九
七
七
ａ
「
砂
川
遺
跡
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
個
体

別
資
料
に
よ
る
石
器
群
の
検
討
（
２
）
―
」『
史
館
』
第
九
号
、
一

二
―
二
〇
頁
。

安
蒜
政
雄

一
九
七
七
ｂ
「
遺
跡
の
中
の
遺
物
」『
季
刊
ど
る
め
ん
』

第
一
五
号
、
五
〇
―
六
二
頁
。

安
蒜
政
雄

一
九
八
三
「
埼
玉
県
砂
川
遺
跡
―
遺
跡
の
成
り
立
ち
と

ブ
ロ
ッ
ク
―
」『
探
訪
先
土
器
の
遺
跡
』
有
斐
閣
、
一
七
九
―
一
八

九
頁
。

安
蒜
政
雄

一
九
八
六
「
先
土
器
時
代
と
砂
川
遺
跡
―
砂
川
遺
跡
に

お
け
る
遺
跡
の
構
造
的
な
研
究
―
」『
砂
川
遺
跡
発
掘
二
〇
周
年
の

つ
ど
い
講
演
要
旨
』、
九
―
一
七
頁
。

安
蒜
政
雄

一
九
九
〇
「
先
土
器
時
代
人
の
生
活
空
間
―
先
土
器
時

代
の
ム
ラ
―
」『
日
本
村
落
史
講
座
』
第
二
巻
景
観
一
（
原
始
・
古

代
・
中
世
）、
雄
山
閣
、
三
―
二
二
頁
。

安
蒜
政
雄

一
九
九
二
「
砂
川
遺
跡
に
お
け
る
遺
跡
の
形
成
過
程
と

石
器
製
作
の
作
業
体
系
」『
駿
台
史
学
』
第
八
六
号
、
駿
台
史
学
会
、

一
〇
一
―
一
二
八
頁
。

安
蒜
政
雄

二
〇
〇
六
「
旧
石
器
時
代
の
集
落
構
成
と
遺
跡
の
連
鎖

―
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
研
究
の
一
視
点
―
」『
旧
石
器
研
究
』
第
二
号
、

日
本
旧
石
器
学
会
、
六
九
―
八
〇
頁
。

石
器
資
料
の
製
作
と
搬
入

一
三
九
（
六
七
一
）



安
蒜
政
雄

二
〇
一
〇
『
旧
石
器
時
代
の
日
本
列
島
史
』
学
生
社
。

安
蒜
政
雄

二
〇
一
一
「
旧
石
器
時
代
編
」『
日
本
列
島
石
器
時
代
史

へ
の
挑
戦
』
新
日
本
出
版
社
、
一
三
―
一
二
四
頁
。

安
蒜
政
雄
・
戸
沢
充
則

一
九
七
五
「
砂
川
遺
跡
」『
日
本
の
旧
石
器

文
化
２

遺
跡
と
遺
物
（
上
）』
雄
山
閣
、
一
五
八
―
一
七
九
頁
。

五
十
嵐

彰

一
九
九
二
「
関
東
地
方
に
お
け
る
石
器
文
化
の
変
遷

に
対
す
る
感
想
」『
石
器
文
化
研
究
』
第
四
号
、
石
器
文
化
研
究
会
、

一
六
―
一
七
頁
。

五
十
嵐

彰

一
九
九
八
「
考
古
資
料
の
接
合
―
石
器
研
究
に
お
け

る
母
岩
・
個
体
問
題
―
」『
史
学
』
第
六
七
巻
第
三
・
四
号
、
三
田

史
学
会
、
一
〇
五
―
一
二
八
頁
。

五
十
嵐

彰

二
〇
〇
〇
「
接
合
」『
用
語
解
説
現
代
考
古
学
の
方
法

と
理
論
Ⅱ
』
同
成
社
、
一
六
四
―
一
七
五
頁
。

五
十
嵐

彰

二
〇
〇
二
「
旧
石
器
資
料
関
係
論
―
旧
石
器
資
料
報

告
の
現
状
（
Ⅲ
）
―
」『
研
究
論
集
』
第
一
九
号
、
東
京
都
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
、
三
三
―
七
二
頁
。

織
笠

昭

一
九
九
二
「
持
続
す
る
志
」『
石
器
文
化
研
究
』
第
四
号
、

石
器
文
化
研
究
会
、
一
二
〇
―
一
二
七
頁
。

小
杉

康

二
〇
一
一
「
旧
石
器
文
化
」『
は
じ
め
て
学
ぶ
考
古
学
』

有
斐
閣
ア
ル
マ
、
一
五
五
―
一
七
一
頁
。

佐
藤
宏
之

一
九
九
二
『
日
本
旧
石
器
文
化
の
構
造
と
進
化
』
柏
書

房
。

鈴
木
忠
司

二
〇
〇
〇
「
遺
跡
の
構
造
研
究
と
旧
石
器
時
代
社
会
の

復
原
」『
岩
宿
発
掘
五
十
年
―
旧
石
器
時
代
研
究
の
原
点
と
足
跡

―
』
明
治
大
学
考
古
学
博
物
館
、
一
〇
六
―
一
一
二
頁
。

砂
川
遺
跡
調
査
団
編

一
九
七
四
『
埼
玉
県
所
沢
市
砂
川
遺
跡
先
土

器
時
代
遺
跡
―
第
二
次
調
査
の
記
録
―
』
所
沢
市
教
育
委
員
会
。

田
村

隆

二
〇
一
〇
「
石
器
石
材
の
需
給
と
集
団
関
係
」『
講
座
日

本
の
考
古
学
二

旧
石
器
時
代
（
下
）』
青
木
書
店
、
九
八
―
一
二

〇
頁
。

田
村

隆

二
〇
一
二
「
ゴ
ミ
問
題
の
発
生
」『
物
質
文
化
』
第
九
二

号
、
物
質
文
化
研
究
会
、
一
―
三
七
頁
。

戸
沢
充
則

一
九
六
八
「
埼
玉
県
砂
川
遺
跡
の
石
器
文
化
」『
考
古
学

集
刊
』
第
四
巻
第
一
号
、
東
京
考
古
学
会
、
一
―
四
二
頁
。

野
口

淳

二
〇
〇
五
「
旧
石
器
時
代
遺
跡
研
究
の
枠
組
み
―
い
わ

ゆ
る
「
遺
跡
構
造
論
」
の
解
体
と
再
構
築
―
」『
旧
石
器
研
究
』
第

一
号
、
日
本
旧
石
器
学
会
、
一
七
―
三
七
頁
。

野
口

淳

二
〇
〇
七
「
遺
跡
の
空
間
分
析
」『
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
旧
石
器

考
古
学
』
同
成
社
、
九
一
―
一
〇
九
頁
。

野
口

淳

二
〇
〇
九
『
武
蔵
野
に
残
る
旧
石
器
人
の
足
跡
・
砂
川

遺
跡
』
シ
リ
ー
ズ
「
遺
跡
を
学
ぶ
」
〇
五
九
、
新
泉
社
。

吉
川
耕
太
郎

二
〇
〇
三
「
個
体
別
資
料
分
析
の
再
検
討
―
琴
丘
町

小
林
遺
跡
に
お
け
る
縄
文
時
代
中
期
後
半
の
石
器
群
―
」『
研
究
紀

要
』
第
一
七
号
、
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
三
二
―
三
八
頁
。

史

学

第
八
一
巻

第
四
号

一
四
〇
（
六
七
二
）


